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地域ニ ュース地域ニュース

〈
金
沢
支
部
〉

地
域
社
会
と
の
交
流
と
学
生
支
援

―
金
沢
大
学
社
会
貢
献
室
の
取
組
―

住
民
と
息
の
合
っ
た
活
動
を

地
域
社
会
の

一
員
で
あ
る
大
学
が
、
地
域
社
会
に
対
し
て
何
か
貢

献
で
き
な
い
か
―

そ
ん
な
ね
ら
い
で
平
成

一
四
年
、
金
沢
大
学
は

「社
会
貢
献
室
」
を
設
置
し
、
精
力
的
な
活
動
を
始
め
た
。

市
街
中
心
地
で
公
開
講
座
や
大
学
の
情
報
発
信
を
行
う
金
沢
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト

・
プ
ラ
ザ
の
運
営
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
講
座
や
学
生

が
チ

ュ
ー
タ
ー
と
し
て
学
習
支
援
す
る
な
ど
の
初
等
中
等
教
育
支
援

事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
相
談
室
の
設
置
や
講
演
会
の
開
催
、

生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

一
段
と
目
を
引
く
の
は

「角
間
の
里
山
自
然
学
校
」
で
あ
る
。
金

沢
大
学
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
よ
そ
三
分
の

一
を

「里
山
ゾ
ー
ン
」
に

指
定
し
、
教
育
研
究
活
動
に
利
用
す
る
と
同
時
に
、
地
域
住
民
に
開

放
し
、
自
然
体
験
や
生
涯
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。
活
動
は
野
鳥
観
察
会
、
竹
林
整
備
、
竹
炭
焼
き
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
こ
の
活
動
の
中
心
に
な

っ
て
い

る
の
が

「角
間
の
里
山

メ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
。

メ
ン
バ
ー
は
、
四
0
0

名
を
超
え
て
お
り
、
毎

月
二
回
の
定
期
活
動
に

は
、
一
0
0
名
近
い
市

民
が
参
加
す
る
こ
と
も

あ
る
。

地
域
住
民
が
大
学
に

期
待
し
て
い
る
も
の
は

何
だ
ろ
う
か
―

そ
れ

を
把
握
し
よ
う
と
開
催

さ
れ
て
い
る
の
が

「タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
」
で
あ
る
。
県
内
各
地
を
回
り
、
直
接
住
民
の

声
を
聞
い
て
い
る
。
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
は
多
様
だ
が
、
そ
の
中

で
も
特
に
学
生
と
の
関
わ
り
合
い
を
求
め
る
声

が
多
い
。
学
生
の
地

域
活
動
へ
の
参
加
や
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
調
査
研
究
を
す
る
な
ど

積
極
的
に
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

社
会
貢
献
室
で
は
、
学
生
と
の
交
流
を
求
め
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
よ
う
と
、
学
生
の
社
会
貢
献
へ
の
参
加
を
促
す
活
動
も
企
画

・

実
施
し
て
い
る
。

学
生
編
集
委
員
が
作
る
広
報
誌

「広
報
誌
づ
く
り
の
基
本
が
学
べ
る
!
」
「大
学
の
広
報
業
務
を
体
験

で
き
る
!
」
「名
前
を
残
せ
て
、
就
職
活
動
に
役
立

つ
!
」
―

学
生

編
集
委
員
募
集
の
チ
ラ
シ
に
は
、
地
域
貢
献
情
報
誌
作
成
参
加
の
メ

リ
ッ
ト
が
目
い
っ
ぱ
い
う
た
わ
れ
て
い
る
。

社
会
貢
献
室
で
は
地
域
貢
献
情
報
誌

「地
域
と
と
も
に
」
を
発
行

し
、
金
沢
大
学
の
社
会
貢
献

・
地
域
交
流
活
動
を
取
材

・
掲
載
し
情

報
発
信
し
て
い
る
。
地
域
と
大
学
の
関
係
作
り
を
進
め
、
地
域
交
流

の
活
性
化

・
新
た
な
地
域
連
携
事
業
の
創
出
が
目
的
だ
。

作
成
に
あ
た

っ
て
は
教
職
員
と
学
内
公
募
で
集
ま
っ
た
八
人
の
学

生
編
集
委
員
で
編
集
委
員
会
を
組
織
し
、
企
画

・
取
材

・
編
集
を
行

っ
て
い
る
。
学
生
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
視
点
で
と

ら
え
た
誌
面
作
り
を
行
い
、
学
生
と
教
職
員
や
学
生
と
地
域
の
交
流

を
深
め
、
自
主
性

・
企
画
力
の
あ
る
人

材
を
育
成
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

学
生
自
身
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験

と
な
る
。
毎
週

一
回
の
編
集
会
議
で
は
、

出
版

・
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
実
務
者
を
招

き
指
導
を
受
け
て
い
る
。
プ

ロ
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
大
学

の
広
報
業
務
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
就
職
活
動
の
際
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
さ
ら
に
、
大
学
の
社
会
貢
献

・地
域
交
流

活
動
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
で
き
あ
が
る

「地
域
と
と
も
に
」
は
二
0
ぺ
ー
ジ
で
、
年

二
回
、

一
0
月
と
二
月
に
発
行
さ
れ
る
。
部
数
は
五
0
0
0
部
で
、
県

内
自
治
体
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
な
ど
に
配
布
す
る
。

学
生
放
送
局

「
W
e
b
-
K
U
R
S
」
で
ニ
ュ
ー
ス
発
信

学
内
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
広
く
周
知
し
、
併
せ
て
学
生
を
育
て

て
い
く
―

社
会
貢
献
室
で
は
学
内
の
I
P
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
、
「ミ

ニ
放
送
」
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

番
組
制
作
か
ら
放
送
ま
で
、
学
生
主
体
に
行
う
こ
の
ミ
ニ
放
送
を

「
W
e
b

-
K
U
R
S
」
と
名
付
け
、

一
0
月
の
放
送
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。
内
容
は
社
会
貢
献
ニ
ュ
ー
ス

・
学
生

ニ
ュ
ー
ス

・
生
協
ニ
ュ

ー
ス
の
三
本
柱
で
、
毎
週
火
曜

・
金
曜
の
昼
に

一
五
分
番
組
を
生
協
食

堂
で
放
送
し
、
学
生
に
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

学
生
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
育
成
に
は
、
金
沢
大
学
O
G
の
元
民
放
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
夏
の
集
中
講
義
を
含
め

一
五
回

の
講
義
を
行
い
、
発

声
練
習
や
原
稿
練
習
な
ど
の
指
導
を
行
う
。

就
職
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
ほ
か
、
地
域
貢
献

・
地
域
交
流
の

重
要
性
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
。
就
職
支
援

・
人
材
育
成
を
兼
ね
た

取
組
と
な
っ
て
い
る
。


